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序丁柱匡題表 書底
本
翻
刻
の
底
本
に
用
い
た
「
墨
流
し
」
は
、
富
山
県
立
図
書
館
中
島
文
庫
の
蔵
本

で
、
今
ま
で
そ
の
存
在
の
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
轍
士
編
元
禄
七
年
刊
の
俳
書
で
あ

る
。
本
書
の
翻
刻
許
可
を
同
図
書
館
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
快
諾
を
得
ら

れ
た
の
で
、
以
下
「
書
誌
」
「
解
題
」
を
付
し
て
翻
刻
し
た
い
と
思
う
。

本
富
山
県
立
図
書
館
中
島
文
庫
蔵
本
。

書
誌

型
半
紙
本
。
一
冊
。
袋
綴
。

紙
原
装
、
標
色
無
文
様
表
紙
。
縦
二
二
・
三
糎
×
横
一
六
・
二
糎
。

篭
原
題
篭
、
中
央
無
辺
「
黒
流
し
わ
た
詫
五
」

郭
な
し
。

刻
「
墨
一
（
～
三
十
九
）
」
。

数
三
十
九
丁
。

文
な
し
。

翻
刻
・
轍
士
編
『
墨
流
し
わ
だ
ち
第
三

践
文
な
し
。

刊
記
「
元
禄
七
甲
戌
年
孟
春
／
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
」
。

印
記
「
杏
文
庫
本
」
「
富
山
県
立
図
書
館
蔵
書
昭
和
五
九
年
八
月
二
四
日
」
と
あ

隅
叩
ソ
◎

備
考
表
表
紙
見
返
し
に
「
塩
屋
半
右
衛
門
」
と
墨
書
。

元
禄
十
五
年
、
三
都
や
諸
国
の
俳
人
を
遊
女
の
位
に
見
立
て
て
評
判
し
た
『
花
見

車
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
匿
名
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
轍
士
の
著
述
で
あ
る
こ

と
は
反
駁
書
「
鳴
弦
之
書
』
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
「
花
見
車
』
で
轍
士
は

み
ず
か
ら
を
「
太
夫
」
の
位
に
据
え
て
、

大
坂
西
山
や
の
か
ぶ
る
（
宗
因
弟
子
也
）
成
し
が
、
酒
も
な
り
、
手
も
り
ち
ぎ

に
か
ぁ
れ
、
ゑ
く
ぼ
が
し
ほ
ら
し
さ
に
、
京
へ
つ
き
出
し
君
也
。
は
っ
ぶ
み
（
は

っ
ぶ
み
は
三
物
）
も
客
衆
あ
ま
た
見
ゑ
た
り
。
つ
と
め
に
く
き
み
や
こ
に
な
が
ら

解
題

雲
英
末
雄
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へ
て
い
さ
ん
す
は
、
一
座
も
よ
く
心
中
（
心
中
は
連
中
に
無
心
い
は
い
）
の
よ
き

ゆ
へ
也
・
入
ぼ
く
る
（
入
ぼ
く
ろ
は
懐
紙
也
）
も
よ
ふ
さ
ぁ
ん
す
。
風
俗
も
江
戸

に
似
て
は
り
も
つ
よ
く
、
道
中
も
よ
い
ほ
ど
に
、
む
さ
し
へ
と
い
ふ
人
も
あ
れ
ど
、

地
に
よ
き
大
臣
が
あ
る
ゆ
へ
か
ぶ
り
ふ
っ
て
い
さ
ん
す
。
紋
日
に
も
よ
く
出
ら
る

れ
ば
、
今
の
世
の
は
や
り
太
夫
と
き
こ
ゆ
。

や
ね
葺
や
小
計
も
な
ら
ず
ほ
と
蚤
ぎ
す

と
最
大
限
に
自
画
自
讃
し
、
つ
い
で
そ
の
編
著
を
、

○
我
庵
世
の
た
め
わ
だ
ち
白
眼
後
瀬
山
尾
山
集
糸
屑
此
日
七

車
葵
車
芋
元
禄
拾
遺
自
在
講

と
十
三
点
ほ
ど
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
現
在
が
確
認
で
き
る
も
の
は
、
「
我
が
庵
』

ｆ

（
元
禄
四
年
七
月
自
序
）
、
「
誹
譜
白
眼
わ
だ
ち
第
二
」
（
元
禄
五
年
七
月
序
）
、
「
識
糸
屑
』

（
元
禄
七
年
夏
践
）
、
『
誹
譜
此
日
』
（
元
禄
七
年
四
月
奥
）
、
「
元
禄
拾
遺
』
（
元
禄
九

年
正
月
自
序
）
の
五
点
で
あ
っ
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
「
葵
車
」
（
元
禄
十
年
梅
雨
奥
）

と
、
本
書
『
墨
流
し
』
（
元
禄
七
年
孟
春
刊
）
の
二
書
を
加
え
う
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
幸
い
で
あ
る
。

『
墨
流
し
』
は
、
題
策
に
「
わ
だ
ち
第
五
」
と
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
わ
だ
ち
』

（
元
禄
五
年
刊
が
第
一
）
、
「
誹
譜
白
眼
」
（
元
禄
五
年
七
月
序
、
第
二
）
、
『
後
瀬
山
』

（
第
三
）
、
「
尾
山
集
』
（
第
四
）
に
つ
ぐ
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
轍
士
が
各
地

へ
行
脚
し
た
そ
の
成
果
を
、
一
書
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
轍
士
の

旅
に
つ
い
て
は
、
わ
だ
ち
第
二
の
『
誹
譜
白
眼
』
を
中
心
に
考
察
し
た
拙
稿
「
元
禄

俳
人
の
旅
」
会
元
禄
京
都
俳
壇
研
究
』
勉
誠
社
昭
和
帥
年
刊
）
を
参
考
に
さ
れ
た

い
が
、
轍
士
が
い
ず
れ
の
行
脚
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
そ
の
成
果
を
刊
行
し
て
い
る

の
は
、
大
い
に
注
目
に
値
し
よ
う
。
本
書
も
、
ま
た
そ
う
し
た
行
脚
俳
人
轍
士
が
、

精
力
的
に
そ
の
旅
の
成
果
を
一
書
に
盛
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
書
名
の
「
墨
流
し
」
は
、
本
書
二
丁
表
、
冒
頭
に
「
越
の
福
井
愛
宕
山
眺
望
」

、
、
、

と
前
書
し
て
轍
士
の
六
吟
歌
仙
の
発
句
「
雲
月
の
所
が
ら
也
墨
流
し
」
（
傍
点
筆
者
、

以
下
同
じ
）
が
載
る
よ
う
に
、
福
井
の
名
産
「
墨
流
し
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

、
、
、

越
前
福
井
は
、
和
紙
の
中
で
も
色
紙
や
短
冊
に
用
い
ら
れ
る
特
殊
な
墨
流
し
の
技
法

で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
西
鶴
の
「
男
色
大
鑑
」
（
貞
享
四
年
刊
）
巻
四
の
二
に

は
「
近
日
越
前
へ
の
た
よ
り
に
、
墨
流
し
幅
広
の
鳥
子
三
十
枚
、
御
申
遣
し
頼
入
候
」

な
ど
と
あ
っ
て
、
右
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
越
前
の
名
産
を
書
名
と
し
、
そ

の
旅
の
成
果
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
よ
う
。

の
ち
せ
の
や
ま

ち
な
み
に
「
わ
だ
ち
第
三
」
の
『
後
瀬
山
」
は
、
若
狭
国
の
歌
枕
で
、
今
の
小
浜

市
南
方
の
城
山
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
片
桐
洋
一
「
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
角
川

書
店
昭
和
卵
年
刊
）
。
ま
た
第
四
の
「
尾
山
集
」
の
「
尾
山
」
は
、
本
書
「
墨
流
し
』

、
、
、

の
七
丁
表
に
、
「
昼
の
ほ
ど
に
金
沢
に
入
。
此
所
の
吟
は
尾
山
集
に
書
付
け
る
」
と
あ

る
か
ら
、
金
沢
の
付
近
の
山
の
名
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
よ
る
と
、
轍
士
の
行
脚
の
コ
ー
ス
は
、
越
前
・
越
中
・
加
賀
・
能
登
に
わ

た
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
た
ど
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

元
禄
六
年
七
月
下
旬
、
京
を
出
発
し
、
や
が
て
福
井
に
着
き
、
そ
こ
で
六
吟
歌
仙

興
行
。
つ
い
で
可
郷
（
等
栽
）
を
訪
問
。
可
郷
と
と
も
に
黒
丸
の
碑
を
見
物
。
頼
康

に
親
鴬
上
人
の
遺
跡
を
見
、
金
津
に
至
り
、
そ
こ
で
八
月
十
四
日
の
月
を
見
る
。
十

五
日
、
蓮
の
浦
・
細
呂
木
を
経
て
、
こ
れ
よ
り
加
賀
に
入
り
、
長
峯
を
ゆ
く
。
さ
ら

に
大
将
持
、
小
松
を
過
ぎ
て
寺
井
に
宿
る
が
、
十
五
夜
の
月
が
美
し
い
の
で
、
深
更
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に
出
発
。
十
六
日
昼
、
金
沢
に
入
る
。
金
沢
か
ら
倶
利
伽
羅
峠
、
卯
の
花
山
、
木
の

葉
山
を
見
物
し
て
、
名
の
み
残
る
砥
波
の
関
を
通
り
、
埴
生
の
八
幡
宮
を
拝
参
す
。

そ
こ
に
石
動
の
宇
白
が
出
迎
え
て
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く
日
を
送
る
。
本
覚
山
宝
瞳
院

で
歌
仙
興
行
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
能
登
の
方
向
に
向
か
い
、
二
上
山
、
恋
の
山
を
経
、

有
磯
、
岩
瀬
な
ど
を
通
り
、
義
経
雨
晴
し
の
岩
を
見
る
。
夕
刻
、
氷
見
に
着
き
宿
泊
。

唐
島
を
見
る
。
さ
ら
に
あ
ら
山
を
越
え
て
、
七
尾
に
到
着
。
そ
こ
で
歌
仙
二
巻
を
諸

俳
人
と
興
行
。
七
尾
に
滞
在
中
に
眼
を
わ
ず
ら
い
、
宿
の
息
純
章
に
ね
ん
ご
ろ
に
介

抱
さ
れ
、
よ
う
や
く
平
癒
し
、
純
章
は
気
多
明
神
ま
で
し
た
っ
て
く
る
。
つ
い
で
子

浦
か
ら
金
沢
に
出
、
さ
ら
に
福
井
で
と
ど
め
ら
れ
、
十
月
朔
日
と
な
る
。

以
上
が
轍
士
の
行
脚
の
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
各
地
で
連
句
の
興
行
を
行
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
福
井
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
洞
白
・
志
吟
・
安
部
・
以
笑
・
大
野
糸
柳
（
六

吟
歌
仙
）

②
石
動
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
宇
白
・
芦
葉
・
吟
雪
（
四
吟
歌
仙
）

③
同
本
覚
山
宝
瞳
院
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
秋
湖
・
専
之
・
芦
葉
・
宇
白
．

吟
雪
（
六
吟
半
歌
仙
）

④
能
登
七
尾
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
堤
要
・
勤
文
・
探
吟
・
聿
貞
・
友
之
（
六

吟
歌
仙
）

⑤
同
友
之
興
行
発
句
、
聿
貞
。
連
衆
、
轍
士
・
堤
要
・
友
之
・
勤
文
（
五
吟

歌
仙
）

⑥
福
井
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
洞
白
・
可
郷
・
元
春
・
黒
人
・
祐
元
（
六
吟

歌
仙
）

⑦
福
井
の
大
橋
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
時
習
・
一
ろ
．
乍
之
・
元
春
・
以
志
・

旧
鴬
・
志
吟
・
元
身
・
楽
助
（
十
吟
歌
仙
）

⑧
福
井
、
常
定
興
行
発
句
、
轍
士
。
連
衆
、
常
定
・
以
志
・
洞
白
・
元
春
・

豊
子
・
中
意
・
安
部
（
八
吟
歌
仙
）

な
お
二
十
七
丁
裏
か
ら
三
十
四
丁
表
ま
で
、
福
井
・
越
中
・
金
沢
・
小
松
・
松
任

な
ど
の
諸
俳
人
の
四
季
発
句
を
収
録
。

以
上
が
本
書
の
主
要
な
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
稿
が
成
っ
た
の
ち
、
井
波
の

浪
化
上
人
か
ら
書
簡
が
届
き
、
そ
の
書
簡
の
内
容
を
、
二
十
四
丁
裏
か
ら
三
十
九
丁

裏
ま
で
に
追
加
の
か
た
ち
で
載
せ
て
い
る
。
轍
士
は
こ
の
旅
の
途
次
、
越
中
井
波
に

浪
化
上
人
を
訪
ね
た
が
、
上
洛
中
で
逢
え
ず
、
や
む
な
く
前
書
を
添
え
て
「
君
き
け

や
御
里
近
く
秋
を
三
夜
」
の
発
句
を
残
し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
浪
化
上
人
は
、

其
継
・
夕
烏
・
嵐
青
・
嵐
秋
・
仙
志
・
芦
風
・
紫
堂
ら
と
脇
以
下
を
継
い
で
歌
仙
一

巻
と
し
て
返
送
さ
れ
た
。
そ
の
歌
仙
一
巻
と
、
端
物
が
本
書
の
追
加
の
よ
う
に
し
て

載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
の
大
略
を
示
し
た
が
、
本
書
の
中
に
登
場
す
る
俳
人
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
で
、
と
り
わ
け
轍
士
と
密
接
な
交
流
を
行
な
う
の
は
、
福
井
と
七
尾
の
俳
人
た
ち

で
あ
る
。

ま
ず
福
井
で
は
何
と
い
っ
て
も
、
可
郷
（
等
栽
）
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
可
郷

は
芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
も
、
福
井
の
条
に
「
古
き
隠
士
」
と
し
て
登
場
す

る
等
栽
で
あ
る
が
、
本
書
で
も
、

越
の
可
郷
は
す
こ
ぶ
る
好
士
な
り
し
が
、
老
年
ま
で
徳
を
隠
し
て
市
の
傍
に
閑

居
ス
。
秋
雨
の
寂
し
か
ら
ん
に
と
、
芦
の
戸
を
た
易
ひ
て
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黍
分
る
居
士
が
舎
り
の
夕
哉

と
描
か
れ
て
い
る
。
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
ほ
ど
の
表
現
で
は
な
い
が
、
そ
の
隠
棲
の
様

子
に
は
類
似
が
見
ら
れ
て
興
味
深
い
。
可
郷
は
「
新
続
犬
筑
波
集
」
（
季
吟
編
・
万
治

三
年
自
序
）
で
句
引
に
「
可
雌
福
井
五
句
」
と
し
て
入
集
し
て
お
り
、
古
く
か
ら

の
貞
門
俳
人
で
、
福
井
俳
壇
で
重
き
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
雲
鈴

の
「
入
日
記
」
に
よ
る
と
、
元
禄
十
三
年
雲
鈴
が
北
陸
行
脚
を
し
た
こ
ろ
、
す
で
に

等
栽
は
故
人
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「
俳
譜
大
辞
典
」
）
。
つ
い
で
祐
元
・
一
慶
の
両
名

も
、
前
引
『
新
続
犬
筑
波
」
に
九
句
、
二
句
と
入
集
す
る
貞
門
俳
人
で
あ
る
。
石
川

銀
栄
子
編
「
越
前
俳
譜
誌
堤
要
」
（
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
昭
和
調
年
刊
）
に
よ
れ

ば
、
祐
元
は
、

祐
元
福
井
多
田
氏
。
（
続
連
珠
）

遠
山
や
心
の
あ
ゆ
む
花
見
ふ
れ
東
西
夜
話
と
あ
り
、
一
慶
は
、

一
慶
福
井
（
東
西
夜
話
・
山
中
集
）

紅
葉
よ
り
桜
に
角
を
落
す
鹿
玉
ま
つ
り
と
あ
る
。
他
に
祐
子
・
以
志
・
一
声

も
、
そ
れ
ぞ
れ

祐
子
福
井
（
玉
ま
つ
り
・
草
刈
笛
・
夜
話
く
る
ひ
・
霜
の
ひ
か
り
）

春
雨
や
反
古
さ
ら
え
の
恋
無
常
東
西
夜
話

以
志
福
井
（
夜
話
く
る
ひ
）

餡
鈍
喰
ふ
春
の
名
た
て
の
余
寒
哉
白
陀
羅
尼

一
声
福
井
（
玉
江
草
）

と
載
っ
て
い
る
。

な
お
会
所
本
「
気
比
の
う
み
』
（
元
禄
五
年
仲
秋
望
日
序
）
に
、
本
書
に
入
集
す

る
、
底
石
・
安
都
・
祐
元
・
一
慶
ら
の
福
井
俳
人
が
名
を
出
し
て
い
る
の
は
、
大
い

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

能
登
七
尾
の
俳
人
の
中
で
は
提
要
と
勤
文
の
二
人
が
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
。
提

要
は
伊
藤
信
徳
門
。
菊
池
氏
。
凉
風
軒
。
編
著
に
「
能
登
釜
』
（
半
紙
本
二
冊
。
元
禄

十
二
衣
更
着
中
鳳
下
童
言
水
序
。
自
序
。
元
禄
十
二
己
卯
年
中
春
下
旬
応
々
翁
方
山

賊
。
吟
花
堂
晩
山
賊
。
ゐ
づ
易
屋
庄
兵
衛
板
）
が
あ
る
。
ま
た
『
北
の
箱
』
（
方
山
編
．

元
禄
十
二
年
初
冬
中
旬
自
序
）
「
棒
炭
』
（
長
久
編
・
元
禄
十
三
年
三
月
賊
）
等
に
入

集
。
勤
文
は
伊
藤
信
徳
門
。
勝
木
氏
。
余
力
堂
。
『
卯
辰
集
』
（
北
枝
編
・
元
禄
四
年

四
月
奥
）
あ
た
り
か
ら
諸
書
に
入
集
し
、
元
禄
十
三
年
大
野
長
久
と
と
も
に
上
京
し
、

『
珠
洲
之
海
』
（
半
紙
本
三
冊
。
元
禄
十
三
年
三
月
洛
下
言
水
序
。
自
序
。
元
禄
十
三

年
三
月
洛
下
吟
花
堂
晩
山
賊
。
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
）
を
刊
行
。
他
に
聿
貞
は
「
能
登

釜
」
に
「
勝
木
聿
貞
」
と
し
て
入
集
す
る
か
ら
、
勤
文
と
一
族
の
人
物
と
思
わ
れ

プ
（
》
Ｏ

そ
の
他
の
地
方
で
は
石
動
の
宇
白
は
、
俳
譜
活
動
が
盛
ん
で
、
『
卯
辰
集
』
以
下
諸

書
に
入
集
し
、
小
松
の
塵
生
、
金
沢
の
句
空
、
北
枝
な
ど
著
名
俳
人
も
入
集
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
井
波
で
は
浪
化
を
中
心
に
其
継
・
夕
烏
・

嵐
青
・
嵐
秋
・
仙
志
・
芦
風
・
紫
堂
ら
が
一
座
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
俳
人
の
動

向
に
つ
い
て
は
和
田
徳
一
著
『
越
中
俳
譜
史
ｌ
芭
蕉
・
浪
化
と
そ
の
遺
風
ｌ
』
（
桜
楓

社
昭
和
髄
年
刊
）
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
後
に
本
書
に
よ
っ
て
、
轍
士
の
大
坂
よ
り
京
都
へ
の
移
住
の
時
期
が
推
定
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
水
田
紀
久
氏
弓
花
見
草
」
の
価
値
と

轍
士
の
俳
歴
」
（
「
連
歌
俳
譜
研
究
』
五
昭
和
鴻
年
、
月
）
に
よ
る
と
、
轍
士
は
元
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解
題
の
筆
を
お
く
に
あ
た
り
、
本
書
の
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
富
山
県
立
図
書

館
、
な
ら
び
に
種
々
お
世
話
い
た
だ
い
た
整
理
課
長
太
田
久
夫
氏
に
深
謝
申
し
上
げ

禄
六
年
の
秋
ま
で
に
大
坂
か
ら
京
都
に
転
居
し
た
か
と
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
五
年
五

、
、

月
の
奥
書
を
有
す
る
「
誹
譜
白
眼
」
に
は
、
言
水
の
賎
別
吟
の
詞
書
に
「
梅
は
浪
花

の
家
に
置
て
心
か
る
き
は
行
脚
の
様
、
あ
や
し
や
扉
た
易
く
は
轍
士
、
出
る
は
我
」

と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
轍
士
は
大
坂
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
が
証
せ
ら
れ
る
。
と
こ

コ
シ
ヂ

ろ
で
本
書
「
墨
流
し
」
の
冒
頭
に
「
壬
申
の
冬
塞
に
趣
き
た
れ
ど
、
雪
し
ぶ
き
に
お

ワ
ラ
グ
ッ

そ
れ
帰
り
、
蔽
ｌ
坊
に
履
を
解
て
年
を
暮
、
癸
酉
の
芳
１
時
は
伊
勢
の
か
た
に
吟
ｌ
遊

し
。
夏
の
空
は
く
る
し
み
て
洛
に
お
こ
た
り
云
々
」
と
あ
り
、
壬
申
は
元
禄
五
年
、

癸
酉
は
同
六
年
を
指
す
か
ら
、
こ
の
文
の
流
れ
か
ら
す
る
と
壬
申
の
冬
に
は
す
で
に

京
都
へ
の
移
住
が
済
ん
で
い
た
か
の
ど
と
き
感
じ
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
轍
士
の

大
坂
よ
り
京
都
へ
の
移
住
は
元
禄
五
年
五
月
か
ら
冬
ま
で
間
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
定
で
き
よ
う
。

右
の
ご
と
く
本
書
『
墨
流
し
』
は
、
轍
士
の
京
都
へ
の
移
住
の
時
期
を
も
考
え
る

手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

以
上
簡
略
な
が
ら
本
書
の
解
題
を
述
べ
た
。
な
お
翻
刻
に
際
し
て
は
、
以
下
の
ご

と
き
要
領
に
基
づ
い
て
行
な
っ
た
。

一
、
漢
字
お
よ
び
仮
名
の
表
記
は
、
で
き
う
る
限
り
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

一
、
仮
名
遣
い
、
濁
点
等
は
、
す
べ
て
原
本
通
り
に
し
た
。

一
、
裏
移
り
を
」
、
丁
移
り
を
」
で
以
て
示
し
、
丁
数
を
数
字
、
そ
の
表
・
裏
を
オ
。

ウ
で
記
し
た
。

墨
流
し
わ
た
ち
第
五
（
題
篭
）

ま
す
。

越
の
福
居
愛
宕
山
眺
望

雲
月
の
所
か
ら
也
墨
流
し

コ
シ
ヂ

壬
申
の
冬
塞
に
趣
き
た
れ
と

雪
し
ふ
き
に
お
そ
れ
帰
り
蔽
ｌ
坊

ワ
ラ
ク
ツ

に
履
を
解
て
年
を
暮
癸
酉
の

芳
１
時
は
伊
勢
の
か
た
に
吟
ｌ
遊
し

夏
の
空
は
く
る
し
み
て
洛
に
お
こ

た
り
桐
ｌ
葉
風
涼
し
く
成
て
策
を

う
こ
か
す
漸
文
月
も
終
り
に

京
童
の
お
と
り
も
名
残
也
と
て

カ
ラ

暁
か
け
て
声
を
項
す
我
は
ま
た

上

旅
す
か
た
檜
笠
端
ふ
か
く
引
か
ふ
り

リ
ン
チ
ユ
ン

輪
１
屯
押
分
な
か
ら
一
く
さ
り
こ
ゑ

を
合
せ
み
や
こ
の
余
波
を
う
ち
紛

れ
て
立
出
る

さ
れ
は
此
頭
陀
お
と
り
と
もは

や
さ
れ
む

轍
士

■

へ

一

ウ
ー

1－－

へ

一

オ
ー
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惜
く
す
た
れ
て
稲
か
シ
る
松

心
よ
ふ
小
脳
帰
り
て
肱
に
手
に

湯
を
乞
よ
り
て
さ
し
覗
く
窓

雷
公
の
た
シ
光
ら
す
と
鳴
よ
か
し

子
の
森
か
へ
り
を
た
ら
き
つ
け
シ
リ

ゥ
余
念
な
く
う
ち
し
こ
り
た
る
よ
み
か
る
た

茶
碗
に
入
る
油
わ
ひ
し
き

替
馬
の
馬
に
粥
飼
六
地
蔵

柱
杖
に
消
る
浅
茅
生
の
霜

も
の
読
ぬ
間
は
睾
下
に
気
を
伸
て

う
ち
黒
み
た
る
ｒ
の
人
っ
ら

ユ
ド
ノ

タ
寒
み
浴
室
に
は
し
る
丸
裸

夢
ｌ
想
の
会
を
月
に
誘
は
れ

ア
ジ
カ

贄
は
こ
ふ
篭
に
露
の
色
情
き

古
き
あ
ふ
き
を
拾
は
せ
に
け
り

は
っ
花
や
人
珍
ら
し
き
か
く
れ
咲

鐘
ｌ
木
の
音
を
奪
ふ
東
風
風

名
野
は
つ
れ
に
錐
の
臥
た
る
形
そ
よ
き

引
張
合
て
舟
の
恋
衣

帯
広
く
比
丘
尼
は
尻
を
撫
す
と
も

蒸
菓
子
迄
の
七
夕
の
宿

美
く
し
や
峯
や
は
ら
か
に
の
ほ
る
月

大
野

糸以安志洞
柳吟部士白柳笑部吟白士笑柳吟部士白柳笑部吟白

’一一 ｰ ’一一

ヘ

ニ

オ
…

ヘ

ニ

ウ
…

へ

三

オ
ー

ハ
ゼ

薄
に
篭
を
繋
き
下
た
る

う
か
め
と
て
井
戸
に
打
こ
む
石
仏

世
の
さ
か
な
き
に
国
を
住
か
ヘ

フ
タ
カ
ハ
メ

去
君
の
似
た
る
も
床
し
曽
波

ま
く
ら
重
な
る
吉
は
ら
の
夢

綻
ひ
し
紙
小
の
綿
の
古
か
ら
す

黒
木
に
替
る
酒
の
味
は
ひ

ゥ
明
く
れ
は
心
に
そ
ま
い
念
仏
し
て

撰
り
残
さ
る
畠
花
の
留
主
守

春
の
風
廊
の
檜
目
戸
な
ら
す
音

此
長
閑
さ
に
地
虫
釣
也

弁
当
の
明
食
つ
き
に
拾
ふ
貝

轍
伝
ふ
て
鳥
の
は
ら
ノ
、

越
の
可
郷
は
き
こ
ふ
る
好
士
な
り

し
か
老
年
ま
て
徳
を
隠
し

て
市
の
傍
に
閑
居
ス
秋
雨
の

寂
し
か
ら
ん
に
と
草
の
戸
を

た
易
ひ
て

黍
分
る
居
士
か
舎
り
の
夕
哉

雪
ふ
か
く
な
ら
ん
ほ
と
又
こ
そ
立

帰
ら
ん
と
各
に
い
と
ま
乞
て
出
ル

部柳笑吟士白柳笑部吟白士笑
L－－ ｰ

へ

三

ウ
…

（
四
オ
）

290



草
鮭
も
跡
芳
し
や
こ
と
し
藁

立
帰
れ
せ
め
て
名
残
の
月
の
比

竪
な
を
名
残
を
弾
し
み
て
送
出
る

袖
つ
れ
て
古
跡
を
尋
ぬ

黒
丸
の
碑
に

新
田
義
貞
此
所
戦
死

裏
二
暦
応
元
年
閨
七
月
二
日

と
あ
り

蟷
螂
の
羽
ひ
ろ
け
あ
り
塚
の
上

舟
は
し
う
ち
わ
た
り
て
頼
康
と

い
ふ
所
は
親
驚
聖
人
の
楊
枝
を

さ
し
置
れ
た
る
所
也
と
て
人
家
有

親
鶯
の
喰
こ
ほ
さ
れ
し
稲
穂
哉

か
く
か
た
ら
ひ
行
ほ
と
に
金
津
に
日
を

く
れ
ぬ
翌
か
門
人
芳
久
館
に
尋
入
る

あ
る
し
心
さ
し
あ
つ
く
塵
う
ち
払
ひ

唐
に
し
き
の
儲
け
を
な
し
て
こ
と
更

今
日
は
小
望
月
あ
す
の
夜
を
こ
よ
ひ
に

な
し
て
な
と
お
も
ふ
月
の
さ
や
か
な
り

と
て
盃
く
み
か
は
し
て
語
る

旅
の
宿
を
留
主
っ
か
へ
迩
秋
の
圓

寄
の
真
似
せ
し
鄙
の
虫
の
音

轍
士

芳
久
」
（
五
ウ
）

可
郷

安
之
』
（
四
ウ
）

」
（
五
オ
）

結
柴
の
陰
よ
り
鹿
の
首
出
し
て

鳥
し
き
る
迄
物
か
た
り
し
て
臥
ぬ
明
れ

は
十
五
日
や
か
て
と
云
わ
か
れ
て
立
出
る
蓮
の
浦

は
名
寄
な
と
に
も
加
賀
の
部
に
入
た
れ
と

細
呂
木
は
加
賀
越
前
の
堺
也
細
呂
木
よ

り
は
遙
か
に
こ
な
た
な
れ
は
越
前
の
中
也
蓮

村
と
て
民
家
有
入
江
に
し
て
涼
し
き
景
色
也

細
呂
木
を
限
り
て
加
賀
の
方
長
峯
と

い
ふ
を
通
る
三
国
う
ら
の
船
士
吹
放
さ
れ
し

に
此
長
峯
を
目
に
あ
て
塗
帰
帆
し
け
る
か

女
護
の
島
よ
り
海
上
二
百
五
十
程
な
り
と
語
る

霧
浪
や
島
の
女
御
の
立
す
か
た

竹
の
浦
小
塩
の
浦
塩
越
な
と
は
遙
か
に

浜
辺
に
見
お
ろ
し
て
過
る
大
將
持

小
松
過
て
寺
井
に
行
く
れ
宿
を
か
る

月
こ
と
に
さ
や
か
な
れ
は
あ
る
し
を
か
た
ら

ひ
酒
な
と
た
う
へ
け
る
あ
る
し
名
月
と

い
ふ
事
を
知
ら
す
秋
の
月
の
め
て
た
き

を
古
寄
な
と
書
付
て
見
す
る

名
月
の
講
尺
し
た
る
と
ま
り
哉

い
ひ
な
く
さ
む
へ
き
や
う
も
な
け
れ
は
宵

よ
り
う
ち
臥
ぬ
余
に
月
の
面
白
さ
に

和
休

』
（
六
ウ
）

」
（
六
オ
）
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夜
ふ
か
く
立
出
る
心
を
友
に
た
と
る

ほ
と
に
人
こ
ひ
し
う
こ
そ
物
う
け
れ

い
ひ
出
る
人
や
誰
ノ
、
月
の
臭

昼
の
ほ
と
に
金
沢
に
入
此
所
の
吟
は

尾
山
集
に
書
付
け
る

中
の
越
は
名
所
も
あ
ま
た
な
れ
は

心
い
そ
き
し
て
杖
を
馬
に
す
倶
利

伽
羅
峠
よ
り
先
左
右
に
卯
の
花
山

木
の
葉
山
を
見
わ
た
し
砥
波
の
関
は

名
の
み
し
て
関
屋
も
な
し
埴
生
の

八
幡
宮
高
く
拝
ま
れ
玉
ひ
て
い
と

た
う
と
し
今
石
動
車
羅
堂
宇
白

出
む
か
ひ
て
い
さ
な
は
れ
し
は
ら
く
日
を

送
る

秋
也
け
り
砥
波
卯
の
花
菅
の
山

風
の
う
る
さ
く
送
る
稲
の
香

月
の
前
朽
た
る
桶
の
底
入
て

塒
ゆ
か
し
け
に
若
鶏
の
は
ね

俄
客
繕
ひ
か
れ
て
し
ほ
肴

帯
を
せ
い
子
の
腹
の
ふ
く
ら
か

イ
ク
リ

ゥ
川
下
に
い
つ
流
れ
た
る
居
彫
舟

昼
の
蛍
を
今
覚
え
け
り

轍
吟芦宇士

葉雪士白雪葉白
一

へ

セ
ウ
…

」
（
セ
オ
）

ハ
マ

愛
な
さ
よ
牛
に
喰
す
る
女
郎
花

野
分
催
す
雲
の
む
ら
つ
き

干
き
ら
ぬ
中
に
衣
の
す
秋
の
く
れ

一
里
は
月
に
忍
ひ
路
の
末

さ
し
櫛
の
ゆ
か
み
を
笠
に
気
っ
か
ひ
て

濁
る
事
な
き
ふ
く
ろ
う
の
水

掃
跡
を
ま
た
ふ
り
埋
む
今
朝
の
雪

酒
食
の
い
き
洩
る
軒
口

小
鼓
の
乙
を
う
ち
出
す
花
の
人

っ
シ
け
さ
ま
な
る
春
の
江
戸
詰

名
寺
／
、
を
拝
み
め
く
り
て
浬
藥
像

自
然
に
く
ほ
む
雨
落
の
石

気
を
と
め
て
涼
む
所
を
蚊
の
喰
ら
ひ

こ
け
こ
む
閨
の
う
き
世
御
座
哉

極
を
茶
碗
に
詫
し
端
つ
ほ
ね

頬
も
出
さ
れ
ぬ
風
の
吹
出
し

上
る
り
を
六
段
す
ま
す
船
の
中

赤
石
も
須
庁
に
劣
る
事
な
し

飛
鳥
井
の
公
も
来
ま
す
や
神
祭

莚
を
張
は
占
の
こ
と

う
か
ノ
、
と
よ
は
る
思
ひ
や
二
日
月

述
懐
虫
は
何
を
述
懐

白士葉雪士白雪葉白士
一 一

へ へ

八 八
ウオ
ー

ー

士白雪葉白士葉雪士白全
1－－

へ

九
オ
ー

雪
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ゥ
撫
替
る
草
畦
に
簔
の
露
落
て

水
の
う
つ
り
は
同
し
穣
多
か
火

カ
ヂ

姐
板
に
せ
よ
と
て
舵
を
あ
て
か
は
れ

笑
ひ
紛
れ
て
疲
わ
す
る
ぅ

花
の
香
の
髪
に
と
ま
れ
と
引
ほ
と
き

年
＃
、
棚
を
ひ
ろ
け
た
る
藤

さ
し
ふ
か
く
表
徳
は
秋
湖
旅
ね

の
つ
れ
ノ
ー
、
な
る
雨
の
夜
ま
ね
か

れ
て
寄
ス
ル
吟

身
に
し
む
や
草
に
音
有
草
の
露

シ
パ
ク
リ

月
に
拾
は
む
庭
の
茅
栗

虫
の
篭
心
の
ま
蚤
に
組
か
ね
て

本
覚
山
宝
瞳
院
は
有
か
た
き
霊
地

に
て
門
に
む
か
ひ
て
千
年
の
御
影

拝
ま
れ
さ
せ
給
ふ
方
丈
は
山
根
に

造
ら
れ
て
椎
柴
の
露
き
ら
ノ
、

と
し
て
竹
ｌ
煙
松
ｌ
霧
の
色
ま
な
こ

に
広
り
真
如
実
相
の
月
も
す
み

わ
た
る
端
な
る
へ
し
院
主
覚
了
い

ま
た
壮
年
に
し
て
蛍
ｌ
雪
鎖
ｌ
仰
の

学
に
暇
な
く
こ
と
に
風
雅
の
心

轍
士秋

湖
』
（
十
ウ
）

専
之 雪葉白士葉雪

一

へ

九
ウ
…

」
（
十
オ
）

ふ
す
ほ
る
中
に
燃
る
鍋
の
火

ス
ペ

筆
握
る
詮
方
知
た
ら
は
頼
ふ
欲

扇
引
し
て
暮
す
五
月
雨

ゥ
も
の
や
み
に
此
こ
ろ
色
の
青
さ
め
し

や
ら
て
も
結
ふ
文
の
両
袖

振
へ
と
も
実
は
落
果
し
鶏
頭
花

ね
く
さ
く
な
り
し
坊
の
栗
飯

待
ノ
、
て
月
の
本
意
な
し
雨
曇
り

上
手
な
り
と
て
ま
せ
ぬ
双
六

悟
ら
む
と
壁
に
む
か
へ
は
達
庁
殿

地
震
ゆ
り
こ
ほ
す
半
銅
の
水

ト
リ

み
た
れ
ち
る
鶏
の
子
の
数
あ
ら
た
め
て

あ
ふ
ら
糟
蒔
畑
の
う
ね
ノ
‐
、

花
の
山
の
ほ
り
尽
し
て
左
右
に
み
む

あ
た
シ
か
な
日
や
羽
織
脱
か
け

車
羅
堂
に
日
数
へ
て
浅
か
ら
さ
る

心
っ
か
ひ
と
も
に
て
立
出
る
余
に
名
残

を
塾
し
ま
れ
て
男
泣
に
な
き
給
ふ
そ
や

草
蛙
の
は
き
苦
し
や
な
今
朝
の
露

降
て
く
れ
ぬ
か
し
は
し
秋
雨

な
と
い
ひ
別
れ
て
能
登
の
方
を

宇
白

芦
葉

宇
白

吟
雪湖士葉之

」
（
十
一
オ
）

雪白士湖之葉白雪
」
（
十
一
ウ
）
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心
さ
し
て
吟
ふ
立
山
は
右
に
東
に

ソ
ヒ
ヘ

あ
た
り
て
揮
奉
た
り
道
つ
る
シ

柴
人
の
此
山
の
不
思
議
共
語
り
て
行
」
（
十
二
オ
）

カ
ツ

お
そ
る
し
や
稲
搗
人
も
彼
に
似
て

二
上
山
は
越
中
一
の
大
社
也
と
聞
し

に
た
か
ひ
て
華
表
も
見
え
す
山
押
に

拝
殿
本
社
は
か
り
幽
か
に
残
り
て
松

杉
覆
ひ
か
舅
り
落
ｌ
葉
道
を
降
埋

み
て
物
寂
し

コ
マ
イ
ヌ

呪
獅
子
の
猶
恐
ろ
し
や
蔦
か
つ
ら

恋
の
山
は
二
上
の
っ
シ
き
也
と
聞

て
尋
ぬ
れ
と
も
定
ま
ら
す
只
ち
ゐ

さ
く
美
し
き
山
い
く
つ
も
な
ら
ひ
た
り

恨
み
あ
り
か
く
ま
て
露
に
恋
の
山

有
礒
岩
瀬
は
奈
呉
の
浜
に
っ
あ
き

た
り
北
の
海
は
は
て
も
な
く
煙
水
萢
々

と
し
て
南
の
山
岸
に
浪
う
ち
よ
せ

て
人
馬
の
か
よ
ひ
路
と
も
見
え
す
只

漁
人
の
足
跡
を
た
よ
り
に
行

秋
の
雨
蹄
を
消
す
な
奈
古
の
浜

又
か
し
こ
は
道
絶
て
海
に
わ
た
り
入

て
山
を
め
く
る
に
大
な
る
巌
洞
有

』
（
十
二
ウ
）

あ
ま
り
に
つ
よ
く
降
し
ふ
き
て
此
洞

に
入
人
も
ま
れ
な
る
所
に
ひ
と
つ
の

樵
夫
来
り
て
同
し
く
雨
を
凌
ぐ

此
浦
の
名
所
と
も
ね
ん
こ
ろ
に
お
し
ゅ

今
此
洞
は
義
経
雨
晴
し
の
岩
と
て

む
か
し
判
官
此
沖
に
船
か
塗
り
し

て
こ
の
洞
に
雨
を
し
の
き
玉
ふ
と

か
た
る
昔
お
ほ
え
て
な
つ
か
し
く

秋
し
く
れ
牛
若
殿
の
尻
の
跡

浜
辺
四
里
の
高
砂
子
を
へ
て
夕
陽

に
氷
見
に
宿
か
る
唐
島
は
遙
か
に

沖
に
見
え
た
り

唐
島
や
月
や
い
つ
れ
の
山
の
端
そ

あ
ら
山
を
う
ち
越
て
能
州
七
尾
に
入

此
所
こ
そ
北
の
海
は
限
る
也
と
き
く

古
人
も
来
る
事
ま
れ
な
る
に
や

き
こ
ふ
る
名
所
は
な
け
れ
と
も
景

色
あ
ま
た
所
に
有
て
魚
鱗
草
に

ま
み
れ
た
り

ウ
イ初

旅
の
ｒ
も
有
ら
ん
北
の
海

霧
の
う
こ
か
す
目
し
る
し
の
星

澄
月
に
弓
場
の
楠
を
う
ち
消
し
て

轍
士
」
（
十
四
オ
）

提
要

勤
文 」

（
十
三
オ
）

」
（
十
三
ウ
）
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気
は
蝸
牛
の
角
な
か
り
け
り

酒
呑
て
樗
の
陰
に
世
を
送
り

吹
こ
そ
ま
く
れ
あ
ら
簔
の
風

ゥ
呼
れ
と
も
謀
入
て
ゐ
る
か
わ
た
し
守

流
れ
ノ
、
て
五
六
歩
の
燭

下
さ
れ
し
題
は
名
に
立
富
士
の
雪

宿
申
さ
む
に
頭
陀
か
け
た
人

肩
癖
に
灸
の
け
ふ
り
く
す
ほ
ら
せ

契
余
り
て
枕
せ
ぬ
夜
半

此
文
は
千
束
の
中
の
文
の
屑

蛛
も
ね
か
ひ
の
糸
か
く
る
秋

夕
月
に
茶
釜
ひ
と
つ
を
取
ま
と
ひ

大
津
絵
に
見
る
聖
霊
の
ふ
り

花
匂
ふ
音
羽
の
滝
に
た
シ
か
れ
て

衣
更
着
三
日
前
之
同
行

名
討
死
の
跡
の
あ
わ
れ
や
春
の
霜

コ
タ
マ

岡
象
そ
な
か
き
犬
の
化
吠

八
の
は
し
一
も
と
ゆ
る
せ
杜
若

能
登
に
天
狗
の
爪
拾
ふ
山

大
名
は
こ
ん
た
噺
を
す
か
れ
け
る

し
た
／
、
と
降
る
雨
の
雪
隠

巣
の
あ
や
な
き
声
を
聞
と
か
め

執友聿探
之貞吟文要 士貞 之文 吟士要之貞吟文要士筆之貞吟
－ 1－－ ｰ

（
十
五
ウ
）

（
十
五
オ
）

（
十
四
ウ
）

友
之
興
行

つ
れ
た
ち
て
行
た
し
月
の
都
人

私
は
た
鼻
生
た
初
鮭

代
の
栄
え
冑
に
菊
の
酒
請
て

日
は
何
時
そ
い
か
に
面
ノ
、

道
迫
し
御
免
な
れ
と
て
踏
ま
た
き

さ
し
っ
く
は
ふ
て
居
た
る
大
犬

ゥ
作
兵
衛
か
名
を
改
め
て
虎
右
衛
門

辻
傘
に
し
や
へ
る
妙
薬

三
味
線
と
衆
生
済
度
と
き
け
は
聞

身
を
も
ろ
と
も
に
月
の
水
底

椎
は
局
菊
は
内
侍
か
さ
シ
け
も
の

薄
を
結
ふ
有
は
ら
の
寺

ト
カ
ケ

ひ
や
ノ
、
と
足
の
上
行
青
石
龍
子

黒
髪
覆
ふ
夢
の
蒜

ゥ
恋
さ
せ
し
譲
の
銀
の
惜
か
り
き

他
国
か
ら
見
る
泥
町
の
空

ナ
ハ
タ
キ

花
や
ち
る
船
の
縄
拷
力
添
て

拍
子
に
か
シ
リ
折
よ
蒲
公

カ
ミ

初
雷
や
落
て
形
の
な
き
物
を

五
歳
の
春
に
い
さ
む
竹
馬

聿
貞轍

士
」
（
十
六
ウ
）

提
要

友
之

勤
文貞士要之 文要之士吟貞之文吟士要

1－－

へ

十
六

オ
ー
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朱
雀
に
ぬ
け
る
廿
八
日

婦
に
し
て
悔
し
き
主
の
独
姫

足
に
は
さ
み
て
出
す
鼻
需

も
の
と
て
は
猫
の
折
ノ
、
旅
枕

掛
菰
そ
よ
ぐ
月
の
下
窓

子
を
お
も
ふ
冬
を
隣
に
機
織
て

位
牌
は
袖
の
露
の
た
ま
し
い

見
上
れ
は
萱
堂
花
の
雲
に
透

船
に
す
蔓
り
を
な
ら
す
朧
夜

名
う
れ
し
け
に
重
な
り
帰
る
浦
の
ｒ

つ
し
王
丸
の
泣
音
な
る
ら
ん

き
つ
い
人
と
き
け
と
智
恵
有
和
尚
也

ひ
と
つ
の
巻
物
は
味
曽
塩
の
法

冠
も
着
た
け
れ
は
着
る
里
住
ゐ

狐
の
あ
る
シ
と
も
し
火
の
陰

飲
す
と
て
薬
て
直
る
煩
か

祈
る
貴
船
に
銭
と
ら
れ
ほ
す

悌
や
つ
ほ
口
ま
て
も
古
に
し
り

兄
の
敵
と
杖
に
う
っ
石

行
先
や
世
上
の
月
を
跡
に
な
し

デ
ク

出
狂
寒
さ
う
に
野
分
塩
風

ゥ
秋
祭
名
も
な
き
神
の
御
戸
開

文
」
（
十
七
オ
）

貞文之要士貞文之要士貞文之要士貞文之要士貞
L－－ ｰ

（
十
七
ウ
）

（
十
八
オ
）

喧
埖
の
や
う
に
飯
を
し
い
け
り

大
路
行
座
頭
も
花
に
一
休
み

昼
ま
て
霞
む
杉
の
む
ら
立

春
の
日
を
庄
屋
の
棟
の
お
さ
ノ
、
し

咄
ま
き
る
鴬
鳥
の
騨
り

七
尾
に
入
て
眼
を
い
た
み
浦
ノ
、
め
く
る

事
も
な
く
う
ち
こ
も
り
た
り
あ
る
し

の
夫
婦
息
純
章
昼
夜
枕
も
と
に

入
か
は
り
て
看
病
に
あ
ふ
け
ふ
は

重
陽
也
と
て
い
つ
く
に
も
菊
折
も
ち

て
こ
と
ふ
き
た
れ
と
酒
は
医
師
っ

よ
く
い
ま
し
め
て
ゆ
る
さ
す

せ
め
て
さ
は
目
に
ぬ
す
り
け
り
け
ふ
の
露

す
こ
し
心
ち
よ
き
ま
畠
純
章
に

た
す
け
ら
れ
浜
辺
に
出
る

い
な
つ
ま
や
山
惜
ま
れ
て
一
目
宛

漸
に
平
愈
し
て
立
帰
る
あ
る
し

余
波
を
し
た
ひ
て
気
多
明
神
の

智
門
ま
て
見
送
り
出

ま
て
し
は
し
秋
の
雨
来
る
国
の
雲

シ
ヲ

泣
別
れ
て
此
夜
は
子
浦
と
云
所
わ
ひ

士要之
」
（
十
八
ウ
）

文
執
筆

純
章

」
（
十
九
オ
）

」
（
十
九
ウ
）
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し
き
宿
に
臥
て
金
沢
に
出
各
に
強

と
め
ら
れ
た
れ
と
白
根
は
は
や
雪
に

埋
み
て
山
も
な
し
又
こ
そ
と
立
帰
ル

福
居
に
引
と
め
ら
れ
又
日
を
経
る
程

に
神
な
か
り
月
朔
日
の
け
ふ
に
成
ぬ

カ
ヘ
ン
ナ
ン
イ
サ

帰
去
来
今
火
燵
畳
の
沙
汰
す
也

今
年
の
雪
は
遅
か
ろ
と
思
ふ

桜
見
し
そ
の
ほ
と
を
り
の
身
に
添
て

は
な
し
の
余
る
日
の
長
さ
哉

朧
夜
の
月
は
出
そ
う
て
出
も
や
ら
す

水
を
蝿
み
て
か
け
る
田
鴉

ゥ
湊
江
や
松
風
落
て
ゆ
ふ
る
船

若
衆
つ
れ
た
る
観
音
の
坊

ユ
ア
グ
君
、

明
く
れ
を
浴
所
に
う
ら
み
泣

美
面
さ
へ
よ
く
は
腹
は
か
り
も
の

此
秋
は
風
雅
に
捨
る
菊
の
陦

草
蛙
と
か
め
に
ぬ
す
る
露
草

ヒ
ラ
ツ
、
ミ

按
預
け
て
月
に
か
り
枕

目
の
た
け
ほ
と
は
土
の
物
見
む

頼
み
な
き
主
に
い
と
ま
を
ま
い
ら
せ
て

山
有
川
有
嵯
峨
の
つ
れ
ノ
、

石
た
湧
く
雨
に
流
る
う
花
の
雲

轍
執祐黒元可洞士

郷春 士 白 元人春郷白士筆元 人 春 郷 白
一 L－－

（
二
十
オ
）

（
二
十
ウ
）

小
弛
も
龍
と
な
れ
る
若
草

名
春
夕
撞
も
の
も
な
し
寺
の
鐘

民
の
背
に
つ
ら
き
公
達

井
の
も
と
の
桐
の
そ
た
っ
を
代
の
力

い
ま
す
は
星
に
借
ん
わ
れ
鍋

哀
た
そ
酒
に
よ
は
す
と
月
に
と
へ

嘘
し
返
し
て
う
た
ふ
詩

徳
か
く
す
快
い
れ
っ
蚤
措
桶
荷
ふ

乳
ふ
さ
吸
子
の
す
へ
の
長
か
れ

真
ふ
た
つ
に
な
る
と
覚
て
朝
嵐

水
棹
と
ら
る
鼻
波
の
岩
角

技
低
る
桧
の
木
に
か
よ
ふ
枕
の
音

世
離
れ
て
す
む
庵
の
淋
し
き

ゥ
降
ノ
、
て
塩
寵
を
干
ス
日
並
な
し

殺
し
つ
き
さ
る
油
む
し
也

と
ろ
ほ
ふ
は
い
か
に
読
ら
ん
役
者
付

ふ
た
り
つ
れ
た
つ
十
徳
の
袖

お
も
は
ゆ
し
都
の
花
に
笑
は
れ
ん

マ
ゼ

柳
も
見
え
す
枠
植
の
森

此
国
の
大
橋
を
わ
た
り
て
挨
拶
の

事
あ
り

一
元人

」
（
二
十
一
オ
）

士白郷春人一
元白士

』
（
二
十
一
ウ
）

春郷一
元人士郷白元

」
（
二
十
ニ
オ
）

春
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石
と
木
の
尽
い
た
め
し
や
霜
の
橋

ま
れ
に
月
照
る
雪
垣
の
中

折
す
へ
は
と
け
る
長
緒
に
ひ
ま
見
え
て

時
ｌ
服
を
か
つ
き
立
帰
り
け
り

造
り
出
す
酒
に
名
を
得
る
世
の
聞
え

翁
の
齢
知
る
人
や
あ
る

ゥ
添
臥
て
犬
の
睡
れ
る
束
ね
草

補
ひ
た
ら
ぬ
山
寺
の
修
理

雨
晴
て
笘
押
上
る
か
塗
り
船

櫛
に
も
つ
れ
て
む
つ
か
し
き
髪

ケ
シ芥

の
香
の
思
ひ
な
し
や
ら
鼻
に
入

明
り
障
子
に
向
ふ
白
粥

鉢
松
は
助
露
の
し
め
り
に
養
は
れ

ヒ
ヨ
コ

秋
た
つ
風
に
驚
羽
う
っ

鎧
着
て
勇
む
宮
居
に
霧
晴
し

煎
茶
尽
て
月
そ
か
た
ふ
く

中
将
棊
昨
日
の
花
の
う
つ
り
有

児
の
文
よ
む
模
の
糸
遊

ヤ
ツ

名
淡
雪
に
痩
し
車
の
跡
付
て

晨
の
風
に
し
ら
む
大
幣

伝
ふ
へ
き
鍜
冶
に
多
く
の
人
を
撰

柴
刈
出
す
山
の
名
を
問

轍
士時

習
一
ろ

乍
之
』

元
春

以
志

旧
鴬

志
吟

元
身

楽
助

執
筆士

」
之鴬習志春助身

』
（
二
十
三
ウ
）

吟習 ろ

（
二
十
三
オ
）

（
二
十
二
ウ
）

方
丈
に
夜
寒
労
は
る
小
服
綿

塵
塚
求
食
る
鹿
の
足
音

破
れ
舟
の
陸
に
さ
れ
た
る
露
時
雨

油
単
か
る
き
を
詫
る
夕
月

み
と
り
子
を
抱
も
悔
し
き
老
か
袖

墨
く
る
ノ
、
と
卒
都
婆
新
ら
し

藪
く
畠
る
鼬
け
う
と
く
尾
を
す
ほ
め

朽
て
や
切
る
シ
衣
張
の
縄

ゥ
美
し
う
盆
に
双
ふ
る
む
す
ひ
飯

輿
は
つ
さ
む
早
川
の
岸

加
茂
山
の
峯
に
ま
た
か
る
虹
の
勢

機
織
音
の
暮
に
せ
は
し
さ

う
つ
ぁ
な
や
花
め
せ
ノ
、
と
呼
つ
れ
て

サ
マ

来
年
も
ま
つ
燕
の
姿

常
定
興
行

車
井
の
音
静
か
也
炉
の
匂
ひ

カ
キ爬

は
た
ら
さ
る
風
の
落
し
葉

ネ
竿
し

短
尺
の
綴
を
た
易
く
夕
雨
に

手
っ
か
ら
柿
の
皮
を
務
け
り

モ
ヤ

月
う
つ
る
小
船
を
揖
に
紡
は
せ
て

山
は
紅
葉
を
染
分
る
虹

轍
士常

定
以
志

洞
白

元
春
」
（
二
十
五
オ
）

豊
子 士

心之身春
」
（
二
十
四
ウ
）

士之春士
心ろ吟

」
（
二
十
四
オ
）

習助士ろ
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ゥ
居
士
衣
庵
の
煤
に
う
そ
よ
こ
れ

鳥
さ
し
も
ら
す
鉗
指
口
お
し

う
つ
ほ
と
に
爪
を
打
か
く
摺
火
打

お
も
ひ
か
け
な
き
君
か
音
信

恋
痩
に
鏡
の
曇
り
憎
ま
れ
す

も
た
れ
し
柱
動
く
や
う
也

一
こ
ゑ
を
ろ
く
に
は
き
か
ぬ
郭
公

島
の
三
と
せ
を
記
に
作
る
秋

雲
霧
に
引
ま
か
れ
た
る
峯
っ
塗
き

月
の
た
め
に
と
た
て
る
馬
駕

面
白
や
茶
釜
に
花
を
汲
込
て

雪
間
ノ
‐
、
を
摘
ん
蒲
公

名
長
閑
さ
よ
洗
足
袋
干
ス
枝
折
垣

咽
の
か
は
け
は
吹
ぬ
尺
八

待
よ
は
り
奴
僕
か
夢
を
ゆ
り
起
す

畳
ん
っ
明
っ
文
の
行
末

化
し
世
を
腹
切
ま
て
の
喪
に
沈
み

か
は
ら
ぬ
食
は
酒
は
か
り
な
り

急
け
と
も
走
り
ま
け
た
る
音
羽
坂

そ
ち
が
用
に
は
た
シ
ぬ
印
判

似
た
か
ほ
の
貝
あ
ら
た
む
る
姉
弟

火
燵
一
方
寂
し
な
っ
か
し

執安中
志定士意部春 子志 白士 定部意子春白志定士筆部意

L一一 ー

（
二
十
五
ウ
）

（
二
十
六
オ
）

冴
る
月
今
仕
た
る
句
の
居
ら
さ
る

ク
サ
メ
コ
タ
マ

暉
の
神
ひ
易
く
風
鈴

ゥ
物
か
け
に
ふ
せ
る
兎
の
打
す
く
み

ウ
ネ

も
て
く
る
溶
の
高
き
あ
ら
磯

折
ノ
＼
は
尻
に
敷
た
る
破
れ
笠

鮫
の
着
込
の
軽
か
ら
ぬ
哉

砂
城
に
仕
寄
を
付
る
花
こ
夢
ろ

梅
に
栄
ふ
る
友
か
そ
へ
見
ん

春

脇
へ
ち
る
雫
も
お
し
や
水
あ
み
せ

門
松
や
千
里
に
継
ぐ
江
戸
の
春

駒
つ
な
ぐ
松
も
匂
へ
り
山
さ
く
ら

草
の
根
を
蜆
く
は
ゆ
る
夕
日
か
な

鴬
に
明
て
く
や
し
き
障
子
哉

う
ぐ
い
す
に
墨
す
る
音
や
御
簾
の
中

雪
お
れ
の
竹
に
と
シ
ま
る
き
湯
す
哉

年
ノ
、
や
根
も
残
さ
ぬ
に
若
根
芹

杖
と
め
て
若
菜
摘
す
る
司
か
な

白
梅
や
児
の
水
く
む
寺
隣

春
雨
や
茶
は
し
ふ
く
と
も
若
所
帯

い
し
す
ゑ
は
誰
か
古
郷
の
花
樗

福
居
可
郷

底
石

梅
水

一
慶

祐
子

底
石

越
中
吟
雪全

宇
白
』
（
二
十
七
ウ
）

宮
腰
友
阯全

蘭
仙 白

」
（
二
十
六
ウ
）

春子意部定士白
」
（
二
十
七
オ
）
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か
す
む
中
ひ
ょ
っ
と
出
て
行
狐
哉

石
原
や
ね
た
り
起
た
り
河
柳

夜
に
入
て
桜
に
ど
こ
の
風
の
音

奈
良
の
大
仏
開
眼
供
養
に
あ
ひ

奉
る
い
と
た
う
と
く
有
か
た
さ
の

あ
ま
り

春
日
野
に
み
な
落
し
け
り
人
の
角

菜
の
花
に
ふ
ら
り
と
下
る
胡
蝶
哉

春
か
せ
に
す
は
り
か
ね
た
る
雲
雀
哉

余
情
か
な
花
に
小
蝶
の
み
た
れ
足

雨
中
鴬

う
ぐ
ひ
す
や
う
は
毛
ふ
く
れ
て
雨
の
音

う
ぐ
ひ
す
や
夕
日
に
余
る
あ
て
仕
事

尾
の
と
れ
て
魚
に
わ
か
る
皇
蛙
か
な

夏

麦
は
老
楓
は
わ
か
き
山
辺
か
な

藤
の
た
な
詠
の
残
る
小
角
豆
哉

清
水
せ
く
手
は
吹
ほ
と
に
成
に
け
り

ち
か
ら
な
や
僕
も
探
そ
う
に
子
規

冷
し
き
も
の
夏
の
地
炉

ス
リ
ハ
チ

雷
盆
は
す
さ
み
に
も
る
豊
蚊
遣
か
な

髭
剃
て
床
机
乞
は
や
杜
若

宮
腰
蘭
仙

友
阯

福
居
祐
元

祐
子
」
（
二
十
八
ウ
）

可
郷

只
人

声
風

枝
東

宮
腰
波
之

金
沢
霜
糸全

青
至

句
空
」
（
二
十
八
オ
）

羅
月

枝
東

正
元

夜
凉
み
や
目
代
殿
の
さ
か
り
松

上
繭
も
下
繭
も
近
し
瓜
畠

富
士
山
に
思
ひ
合
せ
し
雲
の
峯

夕
立
や
小
笹
の
陰
に
猫
の
顔

灰
汁
桶
の
置
所
な
し
五
月
雨

い
ら
は
ね
は
た
豊
其
侭
の
蝉
の
か
ら

夕
た
ち
の
は
つ
れ
は
白
し
小
松
は
ら

ほ
と
塗
き
す
ひ
と
り
残
す
か
宇
津
の
山

漸
榎
雀
か
く
れ
や
ほ
と
易
き
す

押
ス
舟
の
足
の
お
も
さ
や
雲
の
峯

お
の
つ
か
ら
山
の
調
子
や
か
ん
こ
鳥

雅
子
を
門
に
た
塾
す
る
蚊
遣
哉

有
ほ
と
の
戸
を
は
っ
し
た
る
涼
み
か
な

秋

穐
風
や
老
の
隣
の
肥
竹
や
ふ

雨
た
れ
や
薄
分
れ
て
入
日
影

夕
く
れ
は
さ
ひ
た
る
辻
の
蜻
蛉
か
な

名
月
に
星
合
遠
し
舟
の
う
へ

新
酒
の
帝
見
置
て
行
野
哉

大
豆
畑
や
後
の
月
さ
へ
暮
に
け
り

さ
ひ
し
さ
や
豆
名
月
の
朝
ほ
ら
け

マ
マ

片
山
家
粟
飯
熟
き
月
見
か
な

全

大
野
一
鴎
軒

底
石

金
沢
季
艸

繭
糸
」
（
二
十
九
オ
）

繭
糸

枝
東全

梅
子

青
楊

一
徳

小
松
塵
生

越
中
芦
葉

金
沢
軽
舟
」
（
二
十
九
ウ
）

四
羊

青
楊

蕊
糸

知
ト

春
紅

任
之

満
礼
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朝
ほ
ら
け
霧
に
跡
つ
く
紅
葉
哉

ヤ
レ

夜
寒
さ
や
と
か
く
気
の
つ
く
窓
の
破

旅
泊

つ
れ
も
な
く
座
敷
も
広
し
秋
の
く
れ

石
立
に
て

秋
の
風
音
ふ
く
石
の
こ
た
え
か
な

葛
の
葉
に
ふ
と
り
ノ
ー
、
て
慕
風
哉

渋
柿
の
せ
っ
か
く
っ
は
る
梢
か
な

心
な
や
誰
か
花
野
の
捨
火
縄

霊
棚
や
去
年
よ
り
見
え
し
水
卒
都
婆

い
な
つ
ま
や
さ
し
て
数
あ
る
も
の
と
見
す

古
着
買
四
方
の
月
見
る
礎
か
な

朝
か
ほ
や
女
の
帯
を
取
ち
か
ゑ

白
い
も
の
う
ち
な
る
国
や
越
の
月

一
夜
は
誹
談
を
や
め
て
酒
に
か
た
り

轍
を
と
塗
む
る
事
を
す
夢
む
れ
と
更
に

滞
る
へ
き
け
し
き
も
な
け
れ
は
帰
る

さ
に
此
句
を
し
た
夢
め
袖
に
入
て

恥
し
む
る

高
く
飛
ｒ
や
こ
易
ら
に
と
シ
ま
ら
す

京
に
あ
り
て
束
鮒
と
か
た
る
事

夜
昼
也
し
か
る
に
北
国
に
趣
と
て

松
任
雨
柳

塵
生

夕
市

越
中
吟
雪

秋
湖

宇
白

福
井
祐
元

一
声
」
（
三
十
ウ
）

可
寿

声
風

北
枝

」
（
三
十
オ
）

波
之

任
之

饒
別
に
あ
ふ
へ
き
我
か
賎
別

ｒ
か
ね
に
行
あ
ふ
旅
や
尾
花
川

た
か
ひ
に
行
脚
の
わ
か
れ
誰
盃

を
お
さ
め
て
帰
る
事
を
待
と
な
け
れ
は

さ
か
つ
き
を
月
に
さ
い
て
そ
別
れ
け
る

都
に
秋
を
へ
て

七
夕
に
黒
木
を
か
つ
ぐ
女
あ
り

旅
店
に
て
女
の
酌
に
む
か
ひ
て

ほ
ぐ
せ
よ
と
せ
め
ら
る
た
は
ふ

れ
て

サ
ガ

髭
探
せ
こ
ほ
る
蚤
露
の
ゑ
く
ほ
あ
り

名
月
や
渕
に
ひ
れ
ふ
る
魚
の
数

う
っ
音
の
次
第
に
近
し
小
夜
湛

冬
、

生
産
神
に
首
途
の
神
楽
ま
い
ら
せ
ふ

初
霜
に
ほ
つ
れ
て
薫
る
野
菊
哉

去
も
の
は
日
々
に
疎
し
と
い
へ
と
我
友

村
沢
氏
流
志
は
勝
れ
て
風
雅
の
人

ヒ
ツ
ジ

な
り
し
か
未
の
冬
永
き
わ
か
れ
と
成
ぬ

月
雪
の
夕
は
思
ひ
つ
鼻
け
て
古
き
反
故

な
と
取
出
て
む
か
し
を
思
ふ
序
両
吟

の
書
捨
ら
れ
し
を
轍
翁
に
見
す
れ
は

作
者
不
知
』
（
三
十
一
ウ
）

梅
水

底
石

」
（
三
十
一
オ
）

江
戸
専
吟

宇
白

枝
東

束
鮒

尺
艸

」
（
三
十
二
オ
）
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此
た
ひ
の
行
脚
の
集
に
ち
り
は

め
て
得
さ
せ
ん
と
な
れ
は
其
心
に
ま
か
す

は
っ
雪
に
め
し
喰
ひ
果
ぬ
童
哉

水
仙
売
の
花
の
新
し

香
の
寵
を
掛
た
る
斗
の
我
意
に
し
て

吹
風
こ
は
き
北
国
の
空

咲
そ
ふ
に
成
て
ひ
し
な
き
山
桜

月
も
臆
に
見
ゆ
る
料
理
屋

ゥ
あ
た
豊
か
に
着
る
や
羽
織
仕
立
か
け

淋
し
か
り
し
か
は
や
り
む
ら
医
者

か
ひ
見
し
は
器
量
と
聞
し
娘
に
て

思
ひ
た
よ
っ
く
清
水
の
坂

ヒ
ロ

寄
書
て
匂
ふ
扇
を
拾
ひ
け
り

金
沢
の
好
士
烏
水
か
古
友
を
し
た
ふ
の

殊
勝
さ
に
流
志
霊
か
筆
を
其
侭
に
残
ス
」
（
三
十
三
オ
）

終
焉

覚
悟
し
て
死
ね
は
師
走
も
静
か
也

大
安
自
仙
居
士
流
志

訊
閑
居

命
な
り
冬
瓜
ひ
と
つ
冬
こ
も
り

声
風

小
童
の
牛
に
鞭
う
ち
時
雨
哉
全

木
か
ら
し
や
と
ま
り
定
め
て
鳴
烏
満
礼 全志水志全水志全水志水

一

へ

三

十
二

ウ
ー

ヲ
モ
卜

際
た
ち
し
雪
の
水
薬
芦
の
村
雀

大
雪
に
寒
念
仏
の
し
き
り
哉

山
は
た
シ
な
か
め
所
や
冬
の
海

池
水
や
鷺
か
ふ
み
わ
る
薄
氷

枯
野
哉
拾
ひ
あ
つ
め
し
虫
の
か
ら

は
っ
雪
や
い
つ
れ
茶
か
す
の
捨
所

飛
越
の
石
の
か
た
つ
く
枯
野
哉

飛
も
せ
す
降
ち
か
ら
な
や
水
あ
ら
れ

さ
ひ
し
さ
は
澄
き
る
川
の
時
雨
哉

水
仙
に
冷
酒
を
呑
あ
し
た
か
な

冬
の
日
や
い
と
シ
鯨
の
汐
曇

歳
暮

雄
子
の
尾
に
せ
は
き
師
走
の
湯
殿
哉

行
年
を
よ
る
こ
ふ
も
又
う
き
世
か
な

一
部
の
草
成
て
櫻
の
工
み
に
課

す
へ
き
の
所
に
中
の
越
井
波
よ
り

春
か
け
て
雪
を
分
た
る
華
章

榿
ｌ
然
と
し
て
い
た
餌
き
見
る
に
僕

去
穐
荷
笠
の
時
京
を
出
る
よ
り

こ
の
公
に
こ
そ
向
ひ
奉
り
て

な
と
お
も
ひ
わ
た
り
た
る
に
洛
の

方
に
い
ら
せ
給
へ
は
方
角
を
う

舟
路

羅
月

季
艸

底
石
』
（
三
十
三
ウ
）

全
道
治

祐
子

吟
雪

梅
子

友
阯

蘭
仙

塵
生

青
楊
」
（
三
十
四
オ
）
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こ
と
し
酉
の
秋
去
こ
と
有
て

洛
に
の
ほ
り
侍
り
其
折
し
も

束
鮒
巷
の
誹
士
は
る
か
に
牽
杖

し
て
両
越
加
能
の
間
に
遊
ふ

名
に
あ
ふ
良
夜
も
思
ふ
く
ま
な
く

山
は
白
根
の
雪
の
光
を
添
し

詠
め
も
又
我
京
師
豪
花
の

清
光
を
弄
ス
も
い
つ
れ
か
名
月
の

情
な
か
ら
ん
や
と
空
行
ｒ
の
音

つ
れ
も
と
一
封
を
残
ス
我
帰
郷
の

後
こ
れ
を
ひ
ら
き
醤
巻
手
に

す
る
の
余
り
同
門
を
促
し
て

遼
遠
雲
路
を
隔
た
れ
と
芳
し

き
心
の
晨
ゆ
ふ
へ
に
つ
た
ひ
て

深
ｌ
情
こ
塗
に
か
よ
ふ
灯
ｌ
明
月
ｌ
光

の
賢
志
有
か
た
く
覚
え
て
巻
の

末
な
か
ら
左
に
写
し
て
拝
ス

し
な
い
遺
懐
の
あ
ま
り
消

そ
こ
残
し
奉
る
と
て
白
地
な
る

一
句
を
書
つ
け
鼻
る
を
不
棄
し
て

一
巻
に
結
は
れ
送
ら
る
ま
こ
と
に

」
（
三
十
四
ウ
）

」
（
三
十
五
オ
）

』
（
三
十
五
ウ
）

越
中
今
石
動
と
云

所
よ
り
同
井
波
ま
て

行
程
四
里

君
き
け
や
御
里
近
く
秋
を
三
夜

空
行
違
ふ
名
月
の
雁

草
の
露
み
な
そ
こ
ｊ
、
に
間
く
は
り
て

サ
ス
カ
ト
キ

旅
の
用
意
の
誕
利
け
り

人
音
を
聞
し
る
魚
に
餌
を
飼
ん

蟻
の
は
こ
ひ
の
止
る
白
雨

ゥ
日
当
り
の
色
撰
分
る
初
茄
子

か
た
つ
け
か
ぬ
る
板
の
間
の
臼

忍
ひ
路
を
習
へ
る
恋
の
お
ほ
っ
か
な

熊
忽
に
も
の
は
い
は
ぬ
突
出
し

勺

立
と
し
の
明
れ
は
膳
を
居
わ
た
し

サ
イ

ト
ッ
ナ
キ

鍵
も
む
音
も
春
の
外
繋

燕
の
巣
を
か
け
替
る
花
の
時

僧
を
隣
に
人
足
を
見
る

傘
を
す
ほ
む
る
夏
に
雛
よ
り
て

ﾛ金の歌
梧残仙
下’一
に懐 巻
投を を
ス述次

てい

轍さ
士＞

丈か
人彼
の｜

是

」
（
三
十
六
オ
）

轍
士

浪
化其

継
夕
鳥

嵐
青

嵐
秋

仙
志
」
（
三
十
六
ウ
）

芦
風

紫
堂継化青鳥志秋

」
（
三
十
七
オ
）
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何
嗅
廻
る
狗
の
き
た
な
き

二
番
渋
し
ほ
り
か
シ
リ
し
月
あ
か
り

小
便
所
な
る
秋
草
の
色

名
御
大
工
の
木
や
吹
風
に
実
の
入
て

毛
は
さ
ま
ノ
、
に
か
は
る
乗
馬

日
黒
み
や
紀
の
国
そ
た
ち
隠
れ
な
し

錫
杖
ふ
れ
は
米
出
す
町

飼
鳩
の
呼
は
む
ら
か
る
庭
の
中

百
合
草
植
直
し
せ
は
き
片
陰

あ
は
れ
さ
は
詰
か
け
て
ゐ
る
目
病
共

お
な
し
事
い
ふ
湯
女
の
鼻
声

き
い
ノ
、
を
取
付
て
泣
竹
格
子

芝
居
や
く
ら
の
月
に
寂
し
き

見
し
ら
れ
ぬ
秋
の
土
用
の
空
気
色

初
汐
か
せ
の
か
ら
き
猟
船

ゥ
ぬ
る
蚤
ほ
と
草
屋
帽
子
の
お
も
た
く
て

鋪
に
し
こ
む
も
覚
え
有
太
刀

養
性
に
座
鋪
か
る
な
る
日
の
限
り

筆
勢
ま
て
を
似
す
る
甲
斐
や
う

此
花
や
判
官
殿
の
鎧
か
け

眼
鏡
の
う
へ
も
か
さ
す
陽
炎

化継
執
筆
』
（
三
十
八
ウ
）

風堂秋志鳥青化継堂風志秋青烏継化風堂
1－－ ｰ

（
三
十
八
オ
）

（
三
十
七
ウ
）

社
日
を
待
て
帰
る
燕
も
ま
た

秋
風
に
わ
た
り
来
る
ｒ
も
お
な
し
旅

況
の
心
な
ら
す
や
と
寄
雪
轍
士
二

来
る
ｒ
に
帰
る
燕
も
今
一
足

常
盤
の
国
も
吹
穐
の
風

茸
お
こ
す
岩
お
そ
る
し
く
篭
漕
て

又
は

稲
つ
ま
や
跡
に
見
付
し
蓼
の
花

こ
と
っ
て
や
せ
め
て
野
分
に
吹
送
れ

元
禄
七
甲
成
年
孟
春

井
筒
屋
庄
兵
衛
板
」
（
三
十
九
ウ
）

浪
化紫

堂
轍
士
」
（
三
十
九
オ
）

紫甚
堂継
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